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11
月
４
日
（
日
）、
糟
屋
中
南
部
地
域

広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
「
歩

け
！ 

歩
け
！ 

か
す
や
漫
遊
ウ
ォ
ー
ク
in

須
恵
」
が
行
わ
れ
、
近
隣
市
町
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
須
恵
町
役
場
を
出
発
。
歴

史
民
俗
資
料
館
や
久
我
記
念
館
な
ど
を
巡

り
、
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
、
秋
の
風
景
を
満
喫
。
ま
た
、
道
中

で
は
町
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
終
点
は
、
同
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
た
商
工
会

主
催
「
の
っ
こ
ら
し
ょ
」
の
会
場
で
し
た
。

秋
の
須
恵
町
を
満
喫

　

の
っ
こ
ら
し
ょ
会
場
に
は
、
農
産
物
や
出

店
な
ど
多
く
の
店
舗
が
集
結
。
朝
９
時
の
開

始
か
ら
多
く

の
人
が
集
ま

り
、
た
く
さ

ん
の
品
物
を

買
い
求
め
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、

足
湯
温
泉
が

会
場
内
に
設

置
さ
れ
ま
し

た
。
か
す
や

風
景
を
満
喫
し
な
が
ら
健
康
な
体
に

ガイドを先頭に出発

▲ささやきの小径を抜け
　久我記念館へ

糟
屋
中
南
部
地
域広

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

平
成
22
年
か
ら
、
糟
屋
中
南
部
６
町
が

「
緑
・
健
康
・
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
事
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
他
の
町

の
文
化
や
歴
史
な
ど
に
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
す
や
漫
遊
ガ

イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kasuya-chunanbu.jp/

食
と
足
湯
で
心
を
癒
す今回も会場内は大盛況

漫
遊
ウ
ォ
ー
ク
や
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参

加
者
は
疲
れ
た
足
を
癒
し
、
ま
た
、
そ
の
他

の
利
用
者
は
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
癒

し
て
い
ま
し
た
。

　

田
原
養
全
宅
跡
（
上
須
恵

区
）
の
文
化
財
紹
介
パ
ネ
ル

を
改
修
し
ま
し
た
。
最
新
の

研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
も
入
っ
た
パ
ネ

ル
に
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
紹
介
パ
ネ
ル
を
設
置

◀▼田原養全宅跡に
　　設置された
　　２枚のパネル

かすや漫遊ウォークでは
わかりやすく解説

足湯に浸かる来場者

　

10
月
27
日
（
土
）
か
ら
11
月
４
日
（
日
）

ま
で
図
書
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
セ
ン
チ
角
ほ
ど
の
小
さ
な
本
を
作
る

「
豆
本
つ
く
り
教
室
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
の

「
お
は
な
し
リ
レ
ー
」、
本
の
帯
な
ど
を
利
用

し
て
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
づ
く
り
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
大
盛
況
だ
っ
た
の
は
「
ブ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
」。
初
日
に
は
開
館
時
間
前
か
ら

長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
２
日
間
で

１
０
０
０
冊
以
上
の
本
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
の
来

館
者
数
は
、
１

１
３
５
人
と
な

り
、
普
段
と

違
っ
た
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
大
盛
況

　

小
郡
市
の
九
州
歴
史
資
料
館
で
、「
長
崎

街
道　

世
界
と
つ
な
が
っ
た
道
」
展
が
12
月

27
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
恵
町
か

ら
は
、
江
戸
時
代
の
須
恵
焼
を
出
品
し
て
い

ま
す
。

　

長
崎
街
道
と
は
、
長
崎
と
江
戸
・
大
坂
を

結
ぶ
道
で
、
県
内
で
は
、
国
道
２
０
０
号
線

に
相
当
し
ま
す
。
６
つ
の
宿
場
町
（
黒
崎
・

木
屋
瀬
・
飯
塚
・
内
野
・
山
家
・
原
田
）
が

あ
り
、「
筑ち
く

前ぜ
ん

六む

宿し
ゅ
く

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
場
の
御お

茶ち
ゃ

屋や

（
大
名
や
長
崎
奉
行
が
利

用
し
た
施
設
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
六
宿
の
銘

が
入
っ
た
須
恵
焼
と
上
須
恵
の
須
恵
焼
窯
跡

で
見
つ
か
っ
た
須
恵
焼
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
藩
が
、
自
国

で
磁
器
生
産
を
成
し

遂
げ
た
こ
と
を
、
長

崎
街
道
を
通
過
す
る

幕
府
や
大
名
に
対
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
作
成
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

珍
し
い
須
恵
焼
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

商
工
会
だ
よ
り

12
月
号

須
恵
町
商
工
会
青
年
部
企
画

代
行
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
承
り
ま
す
！

～
12
月
24
日
、
サ
ン
タ
が

須
恵
町
を
駆
け
巡
る
！
～

｢

須
恵
町
得
す
る
商
品
券｣

使
用
有
効
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

先着
50人

※
使
用
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
に
つ
い

て
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
町
内
在
住
の
幼
児
（
小
学
校
入

学
前
）
お
よ
び
サ
ン
タ
を
心
底
信
じ
て
い

る
人

▼
申
込
方
法　
12
月
24
日
（
月
）
９
時
か
ら

12
時
の
間
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
代
行
料
金

５
０
０
円
を
ご
持
参
の
上
、
須
恵
町
商
工

会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
一
世
帯
当
た
り
の
料
金
で
す
の
で
、
複
数

兄
弟
が
い
て
も
５
０
０
円
で
す
。
お
伝
え

し
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
配
達
日
時　
12
月
24
日
（
月
）
18
時
～
21

時
（
予
定
）

※
配
達
時
に
一
緒
に
記
念
撮
影
で
き
ま
す
。

カ
メ
ラ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
須
恵
町
商
工
会
青
年
部
（
担

当
コ
ス
ガ
）
☎
９
３
２
・
６
７
０
０

　

８
月
５
日
（
日
）
に
発
売
し
、
大
好
評
の

う
ち
に
完
売
し
た
「
須
恵
町
得
す
る
商
品
券｣

の
使
用
有
効
期
限
が
近
付
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
お
持
ち
の
人
は
忘
れ
ず

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

使
用
有
効
期
限

平
成
24
年
12
月
31
日
（
月
）

▲懐かしい音色を
聴きながら休憩

見 本

見 本




